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信
瑞
編
『
浄
土
三
部
経
音
義
集
』
の
書
誌
的
整
理

袞
特
に
中
国
国
家
図
書
館
所
蔵
本
に
つ
い
て
袞

前

島

信

也

は
じ
め
に

『浄
土
三
部
経
音
義
集
』
は
法
然
の
孫
弟
子
で
あ
る
敬
西
房
信
瑞(1)が
嘉
禎
二
年
に
編
纂
し
た
、『
無
量
寿
経
』『
観
無
量
寿
経
』『
阿

弥
陀
経
』
に
対
す
る
音
義
書
で
あ
る(2)。
先
行
研
究
で
は
こ
の
書
が
既
に
散
逸
し
た
典
籍
を
亜
大
に
引
用
す
る
点
に
注
目
し
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
こ
の
書
に
対
す
る
書
誌
的
な
整
理
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
柴
田
昭
二
氏
に
よ
っ
て
諸
本
の
存
在
と
一
部
の
校
勘
が
さ

れ
る
に
留
ま
っ
て
い
た(3)。
筆
者
は
以
前
、
そ
の
先
行
研
究
を
元
に
、
日
本
現
存
の
『
浄
土
三
部
経
音
義
集
』
の
書
誌
的
整
理
を
行
っ

た(4)。
本
稿
で
は
中
国
国
家
図
書
館
所
蔵
『
浄
土
三
部
経
音
義
集
』
の
書
誌
的
整
理
を
行
い
、
今
後
の
研
究
の
一
助
と
す
る
も
の
で
あ

る
。

一

中
国
国
家
図
書
館
所
蔵
『
浄
土
三
部
経
音
義
集
』
の
書
誌
情
報

現
在
中
国
国
家
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
『
浄
土
三
部
経
音
義
集
』
は
以
下
の
四
本
で
あ
る
。

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
研
究
紀
要
第
二
十
二
号

平
成
三
〇
年
三
月

七
一



Ａ
中
国
国
家
図
書
館
所
蔵
本
一
一
九
九
七
番

Ｂ
中
国
国
家
図
書
館
所
蔵
本
二
三
三
番

Ｃ
中
国
国
家
図
書
館
所
蔵
本
三
一
九
一
番

Ｄ
中
国
国
家
図
書
館
所
蔵
本
三
一
九
二
番

ま
ず
こ
の
四
書
の
書
誌
情
報
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

Ａ
【
中
国
国
家
図
書
館
所
蔵
一
一
九
九
七
番(5
)】

[所
蔵
〕
中
国
国
家
図
書
館

[形
態
〕
袋
綴
装
康
熙
綴

[巻
数
〕
四
巻
四
冊

[寸
法
〕
二
五
・
七
糎
×
一
六
・
八
糎

[丁
数
〕
第
一
巻
五
七
丁

第
二
巻
五
四
丁

第
三
巻
三
五
丁

第
四
巻
二
四
丁

[表
紙
〕
有

[題
簽
〕
有

[外
題
〕
第
一
巻
「
浄
土
三
部
経
音
義
巻
一
」

第
二
巻
「
浄
土
三
部
経
音
義
巻
二
」

第
三
巻
「
淨
土
三
部
経
音
義
巻
三
」

第
四
巻
「
淨
土
三
部
経
音
義
弟
四
」

[内
題
〕
第
一
巻
「
浄
土
三
部
經
音
義
集
巻
第
一
幷
序
」

信
瑞
編
『
浄
土
三
部
経
音
義
集
』
の
書
誌
的
整
理
（
前
島
)

七
二



第
二
巻
「
淨
土
三
部
經
音
義
集
巻
第
二
」

第
三
巻
「
淨
土
三
部
經
音
義
弟
三
」

第
四
巻
「
淨
土
三
部
經
音
義
集
巻
弟
四
」

[尾
題
〕
第
一
巻
「
淨
土
三
部
経
音
義
集
巻
弟
一
」

第
二
巻

無
し

第
三
巻

無
し

第
四
巻
「
淨
土
三
部
経
音
義
集
巻
弟
四
終
」

[字
行
数
〕
半
丁

小
字
一
八
文
字
×
六
行

[界
線
〕
無

[印
記
]

①
全
巻
、
一
丁
オ
、
朱
角
「
楊
星
吾
／
東
瀛
所
／
得
秘
极
」

②
全
巻
、
一
丁
オ
、
白
角
「
飛
青
／
閣
蔵
／
書
印
」

③
巻
第
一
・
一
丁
オ
、
巻
第
四
・
二
四
丁
ウ
、
朱
角
「
北
京
／
図
書
／
館
蔵
」

④
一
巻
裏
表
紙
の
紙
背

朱
角
「
高
知
県
／
土
佐
国
吾
川
郡
伊
野
村
／
製
造
人
町
田
雄
之
助
」

[識
語
〕
第
一
巻
表
紙
見
返
し

浄
土
三
部
経
音
義
日
本
嘉
禎
三
年
沙
門
信
瑞
撰
當
中
土
宋
端
平
二
年
所
云
三
部
者
一
無
量

壽
観(マ

マ
)経

二
巻
二
観
無
量
壽
経
一
巻
三
阿
弥
陀
経
其
書
徴
引
箇
陋
遠
不
如

元
應

(マ
マ
)

慧
琳
之
博
贍
然
所
引
東
宮
切
韻
中
載
曹
憲
王
仁
煦
麻
杲
薛

信
瑞
編
『
浄
土
三
部
経
音
義
集
』
の
書
誌
的
整
理
（
前
島
)

七
三



峋
郭
知
元
祝
尚
丘
陸
法
言
孫
愐
孫
伷
韓
知
十
武
玄
之
裴
務
齊
諸
人
之
説
其

書
久
佚
其
見
於
新
唐
志
者
唯
武
玄
韻
詮
十
五
巻
其
陸
法
言
孫
愐
之

書
雑
在
廣
韻
中
今
亦
不
能
別
出
按
日
本
現
在
書
目
載
有
王
仁
煦
麻
杲
孫

愐
孫
伷
祝
尚
丘
裴
務
齊
韓
知
十
等
切
韻
而
薛
峋
郭
知
玄
亦
闕
与
此
書
旁

注
東
宮
切
韻
為
管
丞
相
之
父
所
作
按
管
名
道
真
為
日
本
名
臣
當
中
土
唐

代
知
其
又
所
見
古
書
尚
有
見
在
書
目
跡
不
載
替
宜
両
唐
志
未
云
録
也

[書
込
〕
一
巻

有
、
朱

[備
考
]

○
題
簽
・
識
語
・
第
一
巻
の
書
き
込
み
は
同
筆
。

○
訓
点
無
し
。

○
書
写
の
途
中
か
ら
筆
が
異
な
る
。

○
巻
第
一
・
一
二
紙
目
が
二
枚
重
ね
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
中
に
書
写
間
違
い
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
。

○
巻
第
一
に
錯
簡
が
あ
る
。

○
巻
第
三
終
わ
り
の
識
語
は
な
い
。

Ｂ
【
中
国
国
家
図
書
館
所
蔵
二
三
三
番
】

[所
蔵
〕
中
国
国
家
図
書
館

[形
態
〕
袋
綴
四
ツ
目
綴

[巻
数
〕
四
巻
三
冊

信
瑞
編
『
浄
土
三
部
経
音
義
集
』
の
書
誌
的
整
理
（
前
島
)

七
四



[寸
法
〕
二
七
・
四
糎
×
一
九
・
四
糎

[丁
数
〕
第
一
巻
六
四
丁

第
二
巻
五
九
丁

第
三
巻
五
五
丁

[表
紙
〕
有

[題
簽
〕
無

[外
題
〕
全
巻
無

[内
題
〕
第
一
巻
「
浄
土
三
部
經
音
義
集
巻
弟
一
幷
序
」

第
二
巻
「
淨
土
三
部
経
音
義
集
巻
第
二
」

第
三
巻
「
淨
土
三
部
経
音
義
第
三
」

[尾
題
〕
第
一
巻
「
淨
土
三
部
經
音
義
集
巻
第
一
」

第
二
巻
「
浄
土
三
部
經
音
義
集
巻
第
二
」

第
三
巻
「
淨
土
三
部
経
音
義
集
巻
第
四
終
」

[字
行
数
〕
半
丁

小
字
二
〇
文
字
×
一
〇
行

[界
線
〕
無

[印
記
]

①
一
巻
一
丁
オ
、
三
巻
五
五
丁
ウ
、
朱
角
「
北
京
／
図
書
／
館
蔵
」

[識
語
]

巻
第
三
、「
観
無
量
寿
経
音
義
」
終
り
部
分

私
此
書
敬
西
房
之
所
纂
也
昔
貞
諾
和
尚
恐
滅
絶
／

此
書
令
写
今
写
畢
以
此
功
回
楽
邦
云

信
瑞
編
『
浄
土
三
部
経
音
義
集
』
の
書
誌
的
整
理
（
前
島
)

七
五



[書
込
〕
全
巻

有
、
朱

[備
考
]

○
一
巻
二
七
紙
〜
二
八
紙
目
の
間
に
挟
み
込
み
の
紙
有
り
。
こ
れ
は
三
一
九
一
と
同
じ
も
の

Ｃ
【
中
国
国
家
図
書
館
所
蔵
三
一
九
一
本
】

[所
蔵
〕
中
国
国
家
図
書
館

[形
態
〕
袋
綴
装
四
ツ
目
綴

[巻
数
〕
四
巻
三
冊

[寸
法
〕
二
八
・
七
糎
×
一
九
・
四
糎

[丁
数
〕
第
一
巻
六
二
丁

第
二
巻
五
九
丁

第
三
巻
五
五
丁

[表
紙
〕
有

[題
簽
〕
無

[外
題
〕
第
一
巻
「
淨
土
三
部
經
音
義
集
巻
一
」

第
二
巻
「
淨
土
三
部
経
音
義
集
巻
二
」

第
三
巻
「
淨
土
三
部
経
音
義
集
巻
三
四
終
」

[内
題
〕
第
一
巻
「
浄
土
三
部
經
音
義
集
巻
弟
一
幷
序
」

第
二
巻
「
淨
土
三
部
経
音
義
集
巻
第
二
」

第
三
巻
「
淨
土
三
部
経
音
義
第
三
」

[尾
題
〕
第
一
巻
「
淨
土
三
部
經
音
義
集
巻
第
一
」

信
瑞
編
『
浄
土
三
部
経
音
義
集
』
の
書
誌
的
整
理
（
前
島
)

七
六



第
二
巻
「
浄
土
三
部
經
音
義
集
巻
第
二
」

第
三
巻
「
淨
土
三
部
経
音
義
集
巻
第
四
終
」

[字
行
数
〕
半
丁

小
字
二
〇
文
字
×
一
〇
行

[界
線
〕
無

[印
記
]

①
全
巻
、
一
丁
オ
、
朱
角
「
星
吾
海
／
外
訪
得
／
秘
笈
」

②
全
巻
、
一
丁
オ
、
朱
角
「
門
外
／
不
出
／
寶
輪
窟
」

③
全
巻
、
一
丁
オ
、
朱
角
「
松
坡
図
書
館
蔵
」

④
巻
第
一
・
一
丁
オ
、
巻
第
四
・
五
五
丁
ウ
、
朱
角
「
北
京
／
図
書
／
館
蔵
」

⑤
巻
第
一
、
一
丁
オ
、
白
角
「
楊
印
／
守
敬
」

⑥
巻
第
一
、
一
丁
オ
、
白
角
「
宣
都
／
楊
氏
蔵
／
書
記
」

[識
語
]私

此
書
敬
西
房
之
所
纂
也
昔
貞
諾
和
尚
恐
㆓

滅
絶
㆒

投
㆓

／

此
書
㆒

令
㆑

写
㆓

今
写
畢
以
㆓

此
功
㆒

回
㆓

楽
邦
㆒

云

[書
込
〕
一
巻

有
、
墨
・
朱

[備
考
]

○
第
一
巻
一
紙
目
に
楊
守
敬
の
写
真
と
二
箇
所
に
印
記
あ
り
。
印
記
の
内
容
は
、

右
上

朱
角
「
星
吾
七
／
十
歳
小
像
」

左
下

白
角
「
楊
印
／
守
敬
」、
⑤
と
同
じ
も
の

信
瑞
編
『
浄
土
三
部
経
音
義
集
』
の
書
誌
的
整
理
（
前
島
)

七
七



○
「
右
遶
三
匝
」
の
項
に
一
紙
の
綴
じ
あ
り
。

○
巻
第
二
・
一
四
丁
ウ
か
ら
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
書
写
者
が
異
な
る
よ
う
に
見
え
る
。

○
虫
よ
け
の
公
孫
樹
の
葉
の
挟
み
込
み
あ
り
。

○
訓
点
・
仮
名
あ
り
。

Ｄ
【
中
国
国
家
図
書
館
所
蔵
三
一
九
二
本
】

[所
蔵
〕
中
国
国
家
図
書
館

[形
態
〕
袋
綴
装
四
ツ
目
綴

[巻
数
〕
四
巻
三
冊

[寸
法
〕
二
七
・
八
糎
×
一
八
・
八
糎

[丁
数
〕
第
一
巻
六
三
丁

第
二
巻
五
八
丁

第
三
巻
五
四
丁

[表
紙
〕
有

[題
簽
〕
無

[外
題
〕
全
巻
無
し

[内
題
〕
第
一
巻
「
浄
土
三
部
経
音
義
集
巻
弟
一
幷
序
」

第
二
巻
「
淨
土
三
部
経
音
義
集
巻
第
二
」

第
三
巻
「
淨
土
三
部
経
音
義
第
三
」

[尾
題
〕
第
一
巻
「
淨
土
三
部
經
音
義
集
巻
第
一
」

第
二
巻
「
淨
土
三
部
經
音
義
集
巻
第
二
」

信
瑞
編
『
浄
土
三
部
経
音
義
集
』
の
書
誌
的
整
理
（
前
島
)

七
八



第
三
巻
「
淨
土
三
部
経
音
義
集
巻
第
四
終
」

[字
行
数
〕
半
丁

小
字
一
〇
行
×
二
〇
文
字

[界
線
〕
無

[印
記
]

①
全
巻
、
一
丁
オ
、
朱
角
「
松
坡
図
書
館
蔵
」

②
一
巻
、
一
丁
オ
、
白
角
「
朱
師
／
轍
觀
」

③
一
巻
、
一
丁
オ
、
白
角
「
飛
青
／
閣
蔵
／
書
印
」

④
一
巻
一
丁
オ
、
四
巻
五
四
丁
ウ
、
朱
角
「
北
京
／
図
書
／
館
蔵
」

[識
語
]私

此
書
敬
西
房
之
所
纂
也
昔
貞
諾
和
尚
恐
滅
絶
投

此
書
令
写
今
写
畢
以
此
功
回
楽
邦
云

[書
込
〕
一
巻

有
、
墨

[備
考
]

○
第
一
巻
一
紙
目
に
楊
守
敬
の
写
真
と
二
箇
所
に
印
記
あ
り
。

右
上
、
朱
「
星
吾
七
十
歳
小
象
」

左
下
、
白
角
「
楊
印
／
守
敬
」

○
「
右
遶
三
匝
」
の
項
に
一
紙
の
綴
じ
あ
り
。
こ
れ
は
三
一
九
一
と
同
じ
も
の
。

以
上
が
中
国
国
家
図
書
館
所
蔵
本
に
お
け
る
書
誌
情
報
で
あ
る
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
て
以
下
の
問
題
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

信
瑞
編
『
浄
土
三
部
経
音
義
集
』
の
書
誌
的
整
理
（
前
島
)

七
九



一
、
中
国
に
『
浄
土
三
部
経
音
義
集
』
が
存
在
す
る
理
由

二
、
四
本
の
関
係
性

三
、
日
本
の
所
蔵
本
と
の
関
係

四
、「
上
海
刊
本
」
と
の
関
係

二

中
国
に
『
浄
土
三
部
経
音
義
集
』
が
存
在
す
る
理
由

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
中
国
の
学
者
・
書
家
で
あ
っ
た
楊
守
敬
（
一
八
三
九
〜
一
九
一
五
）
が
日
本
で
蒐
集
し
、
中
国
に
持
ち
込
ん
だ

こ
と
が
結
論
づ
け
ら
れ
る
。
以
下
に
そ
の
根
拠
を
示
す
。

二
・
一

印
記

Ａ
①
「
楊
星
吾
／
東
瀛
所
／
得
秘
极
」、
②
「
飛
青
／
閣
蔵
／
書
印
」

Ｃ
①
「
星
吾
海
／
外
訪
得
／
秘
笈
」
⑤
「
楊
守
／
敬
印
」
⑥
「
宣
都
／
楊
氏
蔵
／
書
記
」

Ｄ
③
「
飛
青
／
閣
蔵
／
書
印
」

こ
れ
ら
は
全
て
楊
守
敬
の
蔵
書
印
で
あ
る(6)。
楊
守
敬
は
『
国
史
大
辞
典
』
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

清
末
・
民
国
初
期
の
学
者
・
書
家
で
あ
る
。（
中
略
）
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）、
清
国
出
使
日
本
大
臣
何
如
璋
の
招
き
に
応
じ

て
来
日
、
日
下
部
鳴
鶴
、
巖
谷
一
六
、
松
田
雪
柯
ら
に
北
波
の
書
法
を
伝
え
た
。
そ
の
傍
ら
中
国
で
亡
逸
し
、
日
本
に
の
み
伝

存
す
る
善
本
古
書
を
調
査
蒐
集
し
、『
古
逸
叢
書
』
を
編
輯
し
た
。
明
治
十
七
年
に
帰
国
（
後
略
）

つ
ま
り
、
こ
の
『
浄
土
三
部
経
音
義
集
』
は
楊
守
敬
が
日
本
滞
在
時
に
蒐
集
し
た
典
籍
の
一
つ
で
あ
る
と
推
定
で
き
る
。

信
瑞
編
『
浄
土
三
部
経
音
義
集
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整
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（
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二
・
二

肖
像
写
真

Ｃ
・
Ｄ
の
巻
第
一
の
見
返
し
に
は
楊
守
敬
の
七
十
歳
の
頃
の
肖
像
写
真
が
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
写
真
が
ど
の
時
期
に
付

さ
れ
た
か
は
不
明
な
が
ら
も
、
楊
守
敬
関
係
の
典
籍
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

二
・
三

識
語

こ
の
四
冊
の
識
語
に
二
種
類
あ
る
。
ま
ず
Ａ
の
表
紙
見
返
し
に
記
さ
れ
た
墨
書
の
識
語
で
あ
る
。
こ
れ
は
Ａ
の
外
題
の
筆
と
非
常

に
似
通
っ
て
い
る
た
め
、
同
一
人
物
の
筆
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
現
在
未
調
査
で
あ
る
が
台
湾
国
家
図
書
館
に
楊
守
敬
自
筆
の
識
語
を
持
つ
『
浄
土
三
部
経
音
義
集
』
が
存
在
す
る
。
こ
の

識
語
部
分
の
影
印
が
『
國
立
中
央
図
書
館
善
本
題
跋
真
跡
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る(7)。

浄
土
三
部
経
音
義
四
巻
日
本
沙
門
信

瑞
纂
自
序
題
嘉
禎
三
年
當
宋
理
宗
端
平
三
年
也
巻
一
巻

二
為
無
量
壽
観
経
巻
三
為
観
無
量
壽

経
巻
四
為
阿
弥
陀
経
其
引
廣
韻
則
陸

法
言
孫
愐
分
著
引
玉
篇
亦
時
見
野
玉
案
語

是
其
所
見
古
本
与
今
殊
異
又
所
引
東
宮
切

韻
中
載
郭
知
玄
薜
峋
麻
杲
韓
知
十
祝

尚
邱
武
玄
之
王
仁
煦
等
之
説
皆
唐
以
前

小
學
書
之
散
逸
者
其
見
於
新
舊
唐
志
者

信
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不
過
數
家
飯
多
見
其
国
現
在
書
目
祇
巻

惧
無
多
國
當
与
玄
應
慧
琳
家
経
音
義
幷

珍
也
。
光
緒
癸
未
春
三
月
宜
都
楊
守
敬
記

于
東
京
使
館

是
書
引
東
宮
切
韻
旁
注
云
是
書
之
作
菅
丞
相

之
父
也
。
管
名
道
真
為
彼
國
名
臣
。
當
中
国
唐
之
中
葉
惜

其
書
不
傳
也
○
此
書
彼
國
蔵
書
家
亦
不
知
之

余
従
書
肆
得
此
／
本

手
拝
再
記

こ
の
筆
と
Ａ
の
識
語
の
筆
は
一
致
し
、
そ
の
内
容
も
近
し
い
た
め
、
Ａ
の
識
語
も
楊
守
敬
自
筆
で
あ
る
と
判
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
も
う
一
つ
の
識
語
は
巻
第
三
の
最
後
に
付
さ
れ
た
も
の
で
、
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
全
て
同
じ
識
語
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
一
の
底

本
か
ら
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
の
四
本
の
関
係
性
の
項
で
述
べ
る
。

二
・
四

楊
守
敬
著
作

楊
守
敬
の
著
作
の
一
つ
に
『
日
本
訪
書
志(8)』
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
楊
守
敬
が
在
留
四
年
の
間
に
、
わ
が
国
で
収
集
し
、
あ
る
い
は

各
地
で
見
た
宋
・
元
・
明
の
古
版
本
、
お
よ
び
日
本
の
漢
籍
古
鈔
本
・
古
版
本
二
百
五
十
三
部
に
つ
い
て
解
説
し
た
も
の
で
あ
り
、

こ
の
中
に
『
浄
土
三
部
経
音
義
集
』
の
項
目
が
あ
る(9)。

以
上
の
こ
と
か
ら
少
な
く
と
も
、
Ａ
・
Ｃ
・
Ｄ
は
楊
守
敬
の
所
蔵
で
あ
っ
た
こ
と
が
結
論
づ
け
ら
れ
る
。
Ｂ
に
つ
い
て
も
共
通
の

識
語
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
Ｃ
・
Ｄ
ど
ち
ら
か
の
書
写
本
で
あ
る
と
推
定
で
き
る
。
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瑞
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三

四
本
の
関
係
性

で
は
次
い
で
こ
れ
ら
四
本
の
関
係
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
訓
点
・
識
語
・
印
記
・
内
容
と
い
う
点
か
ら
検
討

す
る
。

三
・
一

訓
点

こ
れ
ら
四
本
の
内
、
訓
点
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の
は
Ｃ
の
み
で
あ
る
。
ま
た
Ｃ
の
印
記
②
「
門
外
不
出
・
寶
輪
窟()」
か
ら
、
元
々

10

は
日
本
寺
院
の
所
蔵
本
と
考
え
ら
れ
、
日
本
所
蔵
本
を
楊
守
敬
が
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
と
推
定
で
き
る
。

他
の
三
本
に
は
訓
点
が
付
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
書
写
の
際
の
省
略
、
も
し
く
は
訓
点
を
必
要
と
し
な
い
人
物
、
恐
ら
く
は
中
国

人
に
よ
る
書
写
で
あ
る
こ
と
が
推
定
で
き
る
。

三
・
二

識
語

識
語
は
先
に
も
示
し
た
よ
う
に
Ａ
の
楊
守
敬
直
筆
の
物
と
、
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
の
第
三
巻
最
後
に
あ
る
識
語
の
二
種
が
あ
る
。
三
・
一

か
ら
Ｃ
が
元
々
日
本
蔵
書
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
Ｂ
・
Ｄ
は
そ
の
書
写
本
で
あ
る
と
推
定
で
き
る
。
Ａ
は
巻
第
三
の
識
語

が
無
く
、
Ｃ
と
は
別
の
本
か
ら
の
書
写
、
も
し
く
は
第
三
巻
の
識
語
部
分
の
み
を
省
略
し
た
書
写
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

点
に
つ
い
て
は
三
・
四
の
内
容
比
較
の
中
で
検
討
を
行
う
。
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三
・
三

印
記

先
に
も
確
認
し
た
よ
う
に
、
四
本
の
印
記
の
数
は
異
な
る
。
最
も
多
い
の
が
Ｃ
の
計
六
箇
所
、
次
い
で
Ａ
・
Ｄ
の
四
箇
所
、
最
も

少
な
い
の
が
Ｂ
の
一
箇
所
で
あ
る
。

先
に
示
し
た
よ
う
に
、
Ａ
の
①
②
、
Ｃ
の
①
⑤
⑥
、
Ｄ
の
③
は
い
ず
れ
も
楊
守
敬
蔵
書
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
Ｃ
の
②
は
日
本
寺

院
の
所
蔵
印
で
あ
る
。
ま
た
全
冊
に
共
通
す
る
「
北
京
図
書
館
」
の
蔵
書
印
は
、
一
九
五
〇
〜
一
九
九
八
の
間
の
中
国
国
家
図
書
館

の
名
称
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
間
に
蔵
さ
れ
て
い
た
図
書
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
こ
の
時
点
で
四
本
は
全
て
こ
こ
に
所
蔵
さ
れ

た
こ
と
に
な
る
。

Ａ
④
の
印
記
は
紙
背
に
あ
り
、
こ
の
紙
自
体
が
日
本
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
し
か
し
、
書
写
が
ど
の
段
階
で
さ
れ
た
か
は

不
明
だ
が
、
恐
ら
く
は
楊
守
敬
の
跋
文
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
書
写
す
る
際
に
日
本
の
製
作
さ
れ
た
紙
を
使
用
し
た
と
推
定
で
き
る
。

次
い
で
Ｃ
③
、
Ｄ
①
に
あ
る
「
松
坡
図
書
館
蔵
」
の
印
記
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
楊
守
敬
の
蔵
書
が
現
在
の
中
国
国
家
図
書
館
に
所

蔵
さ
れ
る
経
緯
に
関
係
す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
傅
璇
琮
氏
は
「
中
国
国
家
図
書
館
所
蔵
日
本
版
古
籍
に
つ
い
て
」
の
中
で
国
家
図

書
館
と
楊
守
敬
蔵
書
と
の
関
係
を
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る()。
11

一
九
一
五
年
に
楊
氏
が
亡
く
な
り
、
次
の
年
か
ら
楊
氏
蔵
書
を
譲
渡
す
る
話
が
出
た
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
、
袁
世
凱
の
帝
政
に

強
く
反
対
し
た
蔡
鍔
が
病
気
で
亡
く
な
っ
た
。
社
会
各
界
は
彼
を
記
念
す
る
た
め
に
、
蔡
鍔
の
字
松
坡
を
取
っ
て
、
北
海
快
雪

堂
で
「
松
坡
図
書
館
」
を
創
立
し
、
社
会
各
界
よ
り
図
書
を
収
集
し
て
い
た
。
楊
氏
蔵
書
の
一
部
分
は
こ
こ
に
入
蔵
し
た
。
一

九
五
〇
年
国
立
北
平
図
書
館
は
松
坡
図
書
館
と
合
併
し
、
北
京
図
書
館
と
名
付
け
ら
れ
た
。
楊
守
敬
が
松
坡
図
書
館
に
売
っ
た

古
籍
は
こ
こ
に
入
蔵
し
た
。

つ
ま
り
、
こ
の
Ｃ
・
Ｄ
に
つ
い
て
は
松
坡
図
書
館
を
通
し
て
北
京
図
書
館
へ
所
蔵
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
高
橋
智
「
台
湾
故

宮
博
物
院
所
蔵

楊
守
敬
観
海
堂
旧
蔵
日
本
室
町
時
代
鈔
本
「
論
語
集
解
」
に
つ
い
て()」
の
中
で
、
楊
守
敬
蔵
書
の
所
蔵
の
流
れ
を

12
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示
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
楊
守
敬
の
死
後
、
そ
の
蔵
書
が
「
松
坡
図
書
館
」
以
外
に
も
故
宮
に
所
蔵
さ
れ
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ａ

は
故
宮
に
所
蔵
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

最
後
に
Ｄ
②
の
蔵
書
印
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
朱
師
轍
」
と
い
う
人
物
の
蔵
書
印
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る()。
Ｄ
の
み
に
こ
れ
が
付

13

さ
れ
る
理
由
は
不
明
だ
が
、
松
坡
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
か
ら
移
動
す
る
と
は
考
え
難
い
た
め
、
楊
守
敬
存
命
中
に
朱
師
轍
が
所
持

し
、
後
に
松
坡
図
書
館
に
入
蔵
さ
れ
た
と
推
定
で
き
る()。
14

以
上
の
点
か
ら
、
四
本
は
以
下
の
関
係
性
を
推
定
で
き
る
。

ま
ず
Ａ
は
楊
守
敬
の
直
筆
の
識
語
が
あ
る
が
、
他
の
三
本
と
共
通
の
識
語
を
有
し
て
い
な
い
た
め
、
一
先
ず
別
本
と
し
て
扱
う
。

ま
た
、「
松
坡
図
書
館
」
の
蔵
書
印
が
無
い
た
め
、
故
宮
を
通
し
て
北
京
図
書
館
に
入
蔵
し
た
も
の
と
推
定
で
き
る
。

次
い
で
Ｂ
に
は
訓
点
が
付
さ
れ
て
い
な
い
点
か
ら
中
国
人
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
可
能
性
が
高
く
、
Ｃ
を
書
写
し
た
蓋
然
性
が
高

い
。
ま
た
「
北
京
図
書
館
」
の
所
蔵
印
の
み
が
存
在
す
る
た
め
、「
北
平
図
書
館
」
と
「
松
坡
図
書
館
」
が
合
併
し
、「
北
京
図
書

館
」
と
な
っ
た
後
に
書
写
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

Ｃ
は
印
記
と
訓
点
か
ら
、
日
本
で
書
写
さ
れ
日
本
の
寺
院
で
所
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
を
楊
守
敬
が
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
、
楊
守
敬
が
亡
く
な
っ
た
後
に
「
松
坡
図
書
館
」
へ
入
蔵
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｄ
は
Ｃ
の
書
写
本
と
推
定
で
き
る
が
、「
松
坡
図
書
館
」
に
所
蔵
さ
れ
る
以
前
に
朱
師
観
と
い
う
人
物
が
所
持
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。

三
・
四

内
容
比
較

で
は
、
こ
れ
ら
四
本
の
内
容
の
比
較
を
行
う
（
後
付
の
資
料
参
照
）。
こ
れ
は
Ａ
・
Ｂ
・
Ｄ
は
Ｃ
の
書
写
本
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
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う
点
に
注
目
し
て
検
討
を
行
う()た
め
、
Ｃ
を
基
底
と
し
、
そ
の
中
で
の
傍
注
・
誤
写
等
に
注
目
し
、
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
に
他
本
で

15

反
映
さ
れ
て
い
る
か
を
検
討
す
る
。

一
、
今
回
の
調
査
は
巻
第
一
の
み
を
調
査
す
る
。
こ
れ
は
Ａ
の
特
徴
た
る
独
自
の
注
記
が
巻
第
一
の
み
に
見
ら
れ
る
こ
と
に
よ
る
。

一
、
比
較
資
料
は
全
ペ
ー
ジ
を
複
写
し
て
い
な
い
関
係
上
、
丁
数
で
は
な
く
採
取
さ
れ
た
項
目
名
を
示
す
。

一
、
Ｃ
の
中
で
見
せ
消
ち
と
し
て
墨
塗
で
記
述
さ
れ
る
箇
所
は
「
■
」
で
示
す
。

一
、
Ｃ
の
中
で
訂
正
、
も
し
く
は
補
入
さ
れ
て
い
る
文
字
は
、
訂
正
前
の
文
字
を
示
し
た
後
で
「（

）」
に
て
注
の
箇
所
と
内
容
と

を
共
に
示
す
。（
傍
注
：
傍
、
頭
注
：
頭
、
脚
注
：
脚
、
訂
正
：
訂
、
補
入
：
加
、
そ
の
他
：
他
）
例
、「
厚
」
に
訂
正
符
と
傍

注
で
正
し
い
文
字
「
原
」
が
示
さ
れ
る
場
合
：
厚
「（
傍
訂
「
原
」）」

一
、
Ｃ
の
中
で
見
せ
消
ち
、
訂
正
等
が
反
映
さ
れ
て
い
る
場
合
は
「
○
」、
反
映
さ
れ
ず
注
記
も
な
い
場
合
は
「
×
」、
そ
の
他
の
場

合
は
そ
の
都
度
示
す
。

一
、
Ｃ
以
外
の
本
に
付
さ
れ
る
注
記
に
つ
い
て
も
そ
の
都
度
示
し
、
セ
ル
に
網
か
け
を
施
し
た
。

一
、
典
拠
を
示
す
内
容
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
こ
こ
で
は
取
り
上
げ
な
い
。

ま
ず
、
Ａ
の
特
徴
か
ら
述
べ
る
。
分
類
す
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
Ｃ
の
注
記
を
反
映
し
て
い
る

四
一
箇
所

②
Ｃ
の
注
記
を
反
映
し
て
い
な
い

一
二
箇
所

③
Ｃ
に
は
無
い
注
記

三
七
箇
所

Ａ
は
①
の
よ
う
に
Ｃ
の
注
記
の
多
く
を
反
映
し
て
い
る
が
、
後
半
に
な
る
に
つ
れ
②
の
よ
う
に
反
映
し
な
い
箇
所
が
増
え
る
。
特
に
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「
已
上
経
音
」
と
い
っ
た
、
内
容
に
追
記
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
省
略
す
る
傾
向
が
強
い
。

③
は
Ｃ
と
関
連
し
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
多
く
（
二
五
箇
所
）
は
書
写
に
よ
る
誤
字
、
特
に
誤
写
を
訂
正
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の

他
（
一
二
箇
所
）
は
表
記
・
内
容
に
関
す
る
注
記
で
あ
る
。
特
に
序
文
に
付
さ
れ
る
注
記
は
序
文
の
構
成
を
踏
ま
え
た
上
で
検
討
し

て
い
る
点
に
注
目
さ
れ
る()。
ま
た
、
こ
の
注
記
は
外
題
や
表
紙
見
返
の
筆
と
近
し
い
た
め
、
楊
守
敬
自
身
が
施
し
た
も
の
と
推
定
で

16

き
る
。

以
上
の
点
か
ら
、
Ａ
は
Ｃ
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
と
推
定
で
き
る
。

次
い
で
Ｂ
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

①
Ｃ
の
注
記
を
そ
の
ま
ま
書
写
し
た
も
の

三
六
箇
所

②
Ｃ
の
注
記
を
反
映
し
た
も
の

四
箇
所

③
Ｃ
の
注
記
を
反
映
し
て
い
な
い
も
の

一
二
箇
所

④
Ａ
の
注
記
と
関
連
す
る
箇
所

〇
箇
所

⑤
そ
の
他

一
箇
所

ま
ず
①
・
②
か
ら
、
Ｃ
を
直
接
書
写
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
Ｃ
の
墨
塗
り
訂
正
箇
所
を
空
欄
で
示
し
、
行

取
り
・
字
取
り
を
Ｃ
と
合
わ
せ
て
い
る
点
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
③
に
見
ら
れ
る
注
記
を
訂
正
し
な
い
箇
所
も
多
い
が
、
後
半
に

つ
れ
多
く
な
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
書
写
忘
れ
、
も
し
く
は
意
味
の
取
れ
な
い
も
の
は
書
写
を
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
④
の
よ
う
に
Ａ
の
注
記
を
反
映
し
て
い
な
い
た
め
、
Ａ
と
は
関
係
な
く
書
写
さ
れ
た
と
判
断
で
き
る
。
⑤
に
つ
い
て
は
、

Ｃ
の
書
写
者
が
訓
点
を
判
断
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
相
違
と
考
え
ら
れ
る
。
Ｃ
で
の
訂
正
箇
所
は
以
下
の
よ
う
に
表
記
さ

れ
て
い
る
。

信
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世
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こ
の
地
の
文
章
に
あ
る
合
略
仮
名
が
含
ま
れ
た
「
ス
ト
モ
」
を
読
む
こ
と
が
で
き
ず
、
形
の
似
た
「
盡
」
を
記
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

次
い
で
Ｄ
で
あ
る
。

①
Ｃ
の
注
記
を
そ
の
ま
ま
書
写
し
た
も
の

三
八
箇
所

②
Ｃ
の
注
記
を
反
映
し
た
も
の

五
箇
所

③
Ｃ
の
注
記
を
反
映
し
て
い
な
い
も
の

一
二
箇
所

④
Ａ
の
注
記
と
関
連
す
る
箇
所

一
箇
所

⑤
Ｃ
に
は
無
い
注
記

七
箇
所

相
違
箇
所
に
つ
い
て
は
Ｂ
と
非
常
と
似
通
っ
て
い
る
。
ま
ず
①
・
②
、
そ
し
て
墨
塗
り
訂
正
箇
所
に
対
す
る
書
写
の
姿
勢
、
行
取

り
字
取
り
か
ら
、
Ｂ
と
同
様
に
Ｃ
を
書
写
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
①
・
②
の
内
容
、
③
の
注
記
内
容
が
同
一
で
は
な

い
こ
と
か
ら
、
Ｂ
と
は
関
係
な
く
独
自
に
Ｃ
を
書
写
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
④
の
Ａ
と
関
連
す
る
注
記
が
一
箇
所
、
序
文

の
箇
所
に
存
在
す
る
（
傍
加
「
而
」）。
こ
の
注
記
は
序
文
の
構
成
に
つ
い
て
符
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
指
摘
に
よ
っ
て
以
下
の
よ

う
に
対
句
が
成
立
す
る
箇
所
で
あ
る
。

述
《
而
》
不
作
是
則
尼
父
之
格
言
也

困
而
略
纂
豈
非
鄙
生
之
懇
志
乎

た
だ
し
、
こ
の
箇
所
は
中
国
国
家
図
書
館
本
以
外
の
諸
本
に
は
正
し
く
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
一
点
を
以
っ
て
Ａ
を
踏
ま

え
た
か
と
判
ず
る
に
は
難
し
い
。
さ
ら
に
は
⑤
の
よ
う
に
独
自
に
注
記
を
施
し
た
箇
所
が
七
箇
所
（
全
て
誤
写
訂
正
）
あ
る
た
め
、

今
回
の
検
討
で
は
こ
の
④
も
独
自
に
注
記
を
ふ
っ
た
も
の
と
判
断
す
る
。

信
瑞
編
『
浄
土
三
部
経
音
義
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書
誌
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以
上
の
点
か
ら
、
中
国
国
家
図
書
館
所
蔵
本
の
四
本
は
Ｃ
本
を
底
本
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
結
論
づ
け
ら

れ
る
。
た
だ
し
、
本
論
で
は
台
湾
の
国
家
図
書
館
所
蔵
本
と
の
関
連
性
ま
で
は
指
摘
す
る
こ
と
は
叶
わ
な
か
っ
た
。
こ
の
書
も
楊
守

敬
所
持
本
で
あ
り
な
が
ら
訓
点
が
付
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
書
の
閲
覧
が
で
き
次
第
、
比
較
調
査
を
行
い
た
い
。

四

日
本
の
所
蔵
本
と
の
関
係

次
に
、
日
本
に
現
存
す
る
諸
本
と
の
関
係
性
を
体
裁
・
識
語
の
点
か
ら
検
討
す
る
。

四
・
一

体
裁

中
国
国
家
図
書
館
所
蔵
本
は
全
て
経
典
採
取
文
字
を
大
字
、
注
記
内
容
を
小
字
で
記
述
す
る
体
裁
を
と
る()。
こ
れ
は
日
本
の
所
蔵

17

本
の
中
で
、「
大
谷
大
学
所
蔵
本
」（
以
下
「
大
谷
本
」）、「
佛
教
大
学
図
書
館
所
蔵
本
」（
以
下
「
佛
大
本
」）、
二
〇
一
七
年
古
典
籍
展

観
大
入
札
会
で
出
品
さ
れ
た
新
出
写
本
（
以
下
、
個
人
蔵
本()）
と
も
一
致
す
る
。
た
だ
し
、
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
の
よ
う
に
行
取
り
字
取
り
ま

18

で
一
致
す
る
も
の
は
な
い
。

四
・
二

識
語

Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
に
共
通
し
て
存
在
す
る
識
語
は
、
先
の
体
裁
と
同
様
に
「
大
谷
本
」、「
佛
大
本
」「
個
人
蔵
本
」
と
共
通
す
る
。
つ

ま
り
、
こ
の
識
語
を
有
す
る
も
の
は
全
て
同
一
系
統
の
書
写
本
で
あ
る
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
。
た
だ
し
「
個
人
蔵
本
」
は
未
検
討
で

あ
る
も
の
の
、「
大
谷
本
」
に
は
序
文
が
無
く
、「
佛
大
本
」
に
は
引
用
典
拠
を
示
す
注
記
が
多
く
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
一

信
瑞
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系
統
と
し
な
が
ら
も
、
そ
の
内
容
に
は
大
き
な
ば
ら
つ
き
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
全
て
底
本
が
同
一
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
も
の
の
、
こ
れ
ら
同
系
統
の
中
で
比
較
検
討
を
行
い
、
書
写
段
階
の
推
定
と
底
本
に
最
も
近
し
い
も
の
を
指
摘
す
る
必

要
が
あ
る
。
こ
れ
は
別
稿
に
改
め
た
い
。

五

｢上
海
刊
本
」
と
の
関
係

最
後
に
「
上
海
刊
本
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
こ
の
翻
刻
本
は
、
国
会
図
書
館
旧
亀
田
文
庫
本
を
始
め
と
し
て
、
多

く
の
機
関
で
所
蔵
さ
れ
る
唯
一
の
活
字
本
で
あ
る()。
水
谷
眞
成
『
中
國
語
史
研
究()』
の
仏
典
音
義
書
目
の
中
で
「
羅
振
玉
刊
富
晉
社

19
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本
」
と
示
す
も
の
が
こ
れ
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ()。
岡
田
希
雄
氏
は
、「
浄
土
三
部
経
音
義
攷
」
の
中
で
、
国
会
図
書
館
本
の
元
の

21

所
有
者
で
あ
る
亀
田
次
郎
氏
か
ら
羅
振
玉
に
よ
っ
て
上
海
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
と
伝
え
聞
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る()。
こ
の
活
字
本
に

22

は
出
版
等
の
情
報
は
な
く()、
訓
点
等
も
一
切
無
い
。
し
か
し
、
第
三
巻
の
終
わ
り
に
「
大
谷
本
」
や
Ｃ
と
同
様
の
識
語
が
あ
る
た
め()、

23

24

こ
の
系
統
本
を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
楊
守
敬
と
羅
振
玉
の
交
流
の
深
さ
か
ら()、
こ
の
翻
刻
本
は
、
楊
守
敬
の
所
持
し
て
い

25

た
物
を
元
に
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
蓋
然
性
が
高
く
、
Ｃ
も
し
く
は
台
湾
国
家
図
書
館
所
蔵
本
を
元
に
刊
行
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
信
瑞
編
『
浄
土
三
部
経
音
義
集
』
の
中
国
国
家
図
書
館
所
蔵
本
を
中
心
に
書
誌
的
整
理
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
こ
こ
に

所
蔵
さ
れ
る
四
本
は
Ｃ
を
底
本
と
し
て
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
特
に
Ａ
に
つ
い
て
は
楊
守
敬
が
独
自
に
注
記
を
付
し
た
も

の
で
あ
る
こ
と
が
結
論
づ
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
日
本
の
所
蔵
本
で
あ
る
「
大
谷
本
」「
佛
大
本
」「
個
人
蔵
本
」
と
同
一
系
統
本
で
あ

信
瑞
編
『
浄
土
三
部
経
音
義
集
』
の
書
誌
的
整
理
（
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り
、
さ
ら
に
は
「
台
湾
国
家
図
書
館
所
蔵
本
」
と
も
関
連
が
深
い
こ
と
を
も
結
論
づ
け
た
。
こ
れ
ら
の
系
統
本
の
中
で
の
書
写
段
階
、

書
写
原
本
の
想
定
を
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

註(1
)
信
瑞
。
？
〜
一
二
七
九
。
隆
寛
・
信
空
の
弟
子
。『
明
義
進
行
集
』『
広
疑
瑞
決
集
』
等
を
著
述
し
、『
四
十
八
巻
伝
』
に
は
法
然
の
伝
記

を
作
成
し
た
旨
が
記
さ
れ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
経
歴
等
は
一
切
不
明
。

(2
)
｢音
義
書
」
と
は
『
国
史
大
辞
典
』
に
よ
る
と
、

本
邦
所
撰
の
音
義
は
、
訓
詁
学
・
音
韻
学
・
悉
曇
学
の
顕
現
と
見
ら
れ
る
面
が
多
く
、
ま
た
一
方
古
辞
書
類
と
の
間
に
も
相
互
に
密
接

な
影
響
関
係
が
あ
り
、
国
語
史
料
と
し
て
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
訓
詁
史
・
音
韻
史
・
辞
書
史
の
資
料
と
し
て
も
重
要
で
あ
る
。（「
音

義
」
項
）

と
あ
る
。

(3
)
柴
田
昭
二
「
信
瑞
纂
浄
土
三
部
経
音
義
集
に
つ
い
て
」（『
香
川
大
学
国
文
研
究
』
一
〇
、
一
九
八
五
）。

(4
)
前
島
信
也
「
信
瑞
纂
『
浄
土
三
部
経
音
義
集
』
の
書
誌
的
整
理
袂
袒
特
に
日
本
現
存
本
に
つ
い
て
袂
袒
」（『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』
六

五
・
二
、
二
〇
一
七
、
一
一
〇
〜
一
一
三
頁
）。

(5
)
な
お
、
外
題
や
識
語
等
は
原
則
、
原
文
の
ま
ま
に
表
記
し
、
現
行
の
フ
ォ
ン
ト
で
表
記
で
き
な
い
も
の
に
関
し
て
は
新
字
に
改
め
た
。
ま

た
、
文
字
訂
正
な
ど
の
校
正
符
が
あ
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
校
正
を
踏
ま
え
た
上
で
翻
刻
し
た
。

(6
)
渡
辺
守
邦
・
後
藤
憲
二
共
編
『
増
訂
新
編
蔵
書
印
譜
』
中
（
日
本
書
誌
学
大
系
一
〇
三
・
二
、
青
裳
堂
書
店
、
二
〇
一
四
）
一
〇
五
二
頁
。

に
Ａ
①
・
Ｃ
①
が
あ
る
。
そ
の
他
の
も
の
は
国
文
学
研
究
資
料
館
の
蔵
書
印
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
確
認
で
き
る
。

(7
)
『國
立
中
央
図
書
館
善
本
題
跋
眞
跡
』（
国
立
中
央
図
書
館
、
一
九
八
二
）
三
巻
、
一
八
〇
六
〜
一
八
〇
七
頁
。

信
瑞
編
『
浄
土
三
部
経
音
義
集
』
の
書
誌
的
整
理
（
前
島
)
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(8
)
『日
本
訪
書
志
』
…
わ
が
国
に
伝
存
す
る
漢
籍
の
古
鈔
本
・
古
版
本
を
解
説
し
た
書
。
清
、
楊
守
敬
著
。
十
六
巻
、
八
冊
。
光
緒
二
十
三

年
（
一
八
九
七
）
刊
。（
中
略
）
楊
守
敬
が
、
在
留
四
年
の
間
に
、
わ
が
国
で
収
集
し
、
あ
る
い
は
各
地
で
見
た
宋
・
元
・
明
の
古
版
本
、

お
よ
び
日
本
の
漢
籍
古
鈔
本
・
古
版
本
二
百
五
十
三
部
に
つ
い
て
解
説
し
た
も
の
で
、
書
名
・
版
式
・
序
跋
・
伝
来
・
内
容
な
ど
を
詳
細
に

記
録
し
て
い
る
。（『
国
史
大
辞
典
』
一
一
巻
、
二
三
四
頁
）

(9
)
《続
修
四
庫
全
書
》
編
纂
委
員
会
編
『
続
修
四
庫
全
書
』
九
三
〇
・
史
部
・
目
録
類
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
出
版
年
不
明
）
五
三
九
〜
五

四
一
頁
。

(
)
渡
辺
守
邦
・
後
藤
憲
二
共
編
『
増
訂
新
編
蔵
書
印
譜
』、
宮
内
庁
書
陵
部
『
図
書
寮
叢
刊

書
陵
部
蔵
書
印
譜
』
上
下
（
宮
内
庁
書
陵
部
、

10
一
九
九
六
・
一
九
九
七
）、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
書
印
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
は
該
当
な
し
。

(
)
『中
国
に
伝
存
の
日
本
関
係
典
籍
と
文
化
財
袞
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

第

集
』（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
二
）
八
三
頁
。

11

17

(
)
二
〇
〇
五
年
度

財
団
法
人
交
流
協
会
日
台
交
流
セ
ン
タ
ー
歴
史
研
究
者
交
流
事
業
報
告
書

12
https://w
w
w
.koryu.or.jp/08_03_03_01_m
iddle.nsf/1384a27fc6686a1a49256798000a62f6/01b2857ae216540149257392001e0

449/$FILE/takahashisatoshi2.pdf(二
〇
一
七
年
五
月
一
一
日
閲
覧
)

(
)
朱
師
轍
は
詳
細
不
明
。『
中
国
人
名
辞
典
』（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
）『
東
洋
人
物
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
典
』（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
）
等
に
は

13
該
当
無
し
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
検
索
で
は
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
に
頁
が
存
在
す
る
。
https://zh.w
ikipedia.org/w
iki/%
E6%
9C%
B1

%
E5%
B8%
88%
E8%
BE%
99
(二
〇
一
七
年
五
月
一
一
日
閲
覧
)

(
)
な
お
、
北
京
国
家
図
書
館
に
は
楊
守
敬
と
朱
師
轍
の
印
記
を
持
つ
典
籍
が
他
に
も
多
数
あ
る
。
例
と
し
て
『
尚
書
』
の
物
を
示
す
。

14
http://opac.nlc.cn/F/X
G3EE3EPREH
H
PSLCN
8N
4PD
V
7M
LK
4PX
5P96R66N
Y
T
E472583LSA
-04102?func=full-set-set&
se

t_num
ber=211606&
set_entry=000001&
form
at=999
(二
〇
一
七
年
五
月
一
一
日
閲
覧
)

(
)
北
京
で
の
調
査
に
よ
っ
て
全
巻
の
熟
覧
を
行
っ
た
が
、
紙
焼
き
に
で
き
た
も
の
は
そ
の
中
の
一
部
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
巻

15
信
瑞
編
『
浄
土
三
部
経
音
義
集
』
の
書
誌
的
整
理
（
前
島
)

九
二



頭
、
巻
尾
に
集
中
し
て
し
ま
う
こ
と
を
ご
理
解
頂
き
た
い
。

(
)
信
瑞
の
序
文
は
ほ
ぼ
対
句
表
現
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
注
記
を
施
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
幾
つ
か
確
認
し
た
い
。

16
【頭
注
「
風
下
当
脱
四
字
」】

こ
の
注
記
に
従
う
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

當
機
皆
潤
法
雨
有
縁

盡
煦
慧
風
《
○
○
○
○
》

｢当
」
と
「
盡
」、「
潤
」
と
「
風
」
を
対
応
さ
せ
る
配
置
に
す
る
た
め
に
は
風
の
下
に
四
文
字
が
無
い
と
成
立
し
な
い
た
め
、
こ
の
注
記
を

施
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
以
下
の
よ
う
な
対
句
構
成
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
注
記
は
不
当
で
あ
る
。

當
機
皆
潤
法
雨
。

有
縁
盡
煦
慧
風
。

｢当
機
」
と
「
有
縁
」、「
皆
」
と
「
盡
」、「
潤
」
と
「
煦
」、「
法
雨
」
と
「
慧
風
」
と
対
応
し
て
お
り
、
こ
こ
で
指
摘
さ
れ
る
四
文
字
は
必

要
無
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

【逾
病
（
傍
加
・
｢於
」）
重
疑
】

こ
の
注
記
に
従
う
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

諸
老
俊
彦
弗
箴
於
積
謬

童
蒙
孱
囂
逾
病
《
於
》
重
疑

｢於
」
が
あ
る
こ
と
で
、
こ
の
箇
所
は
対
句
表
現
が
成
り
立
つ
た
め
、
こ
こ
で
の
指
摘
は
妥
当
で
あ
る
。

(
)
前
出
拙
稿
で
は
こ
の
形
式
を
「
経
文
二
行
取
系
統
」
と
呼
称
す
る
。

17(
)
こ
の
本
は
執
筆
者
が
落
札
し
所
蔵
し
て
い
る
。
こ
の
一
本
に
関
す
る
研
究
は
別
稿
に
改
め
た
い
。

18
信
瑞
編
『
浄
土
三
部
経
音
義
集
』
の
書
誌
的
整
理
（
前
島
)

九
三



(
)
前
出
拙
稿
参
照
。

19(
)
水
谷
眞
成
『
中
國
語
史
研
究
袞
中
國
語
學
と
イ
ン
ド
學
と
の
接
握
袞
』（
三
省
堂
、
一
九
九
四
）。

20(
)
同
右
、
二
二
頁
。

21(
)
『龍
谷
学
報
』
三
二
四
、
一
九
三
九
、
三
三
頁
。

22
ま
た
、『
続
浄
土
宗
全
書
』
の
宗
書
保
存
会
会
報
第
十
七
（
昭
和
三
年
発
行
）
で
は
、『
続
浄
土
宗
全
書
』
第
四
巻
翻
刻
本
の
底
本
と
し
て
、

「
近
年
上
海
に
て
刊
行
を
見
た
る
も
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
九
二
八
年
よ
り
以
前
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

(
)
但
し
、
富
山
市
立
図
書
館
所
蔵
の
活
字
本
に
は
北
京
の
「
富
普
書
社
」
な
る
印
記
が
押
さ
れ
て
い
る
。

23(
)
此
書
敬
西
房
之
所
纂
也
昔
真マ

マ

諾
和
尚
恐
滅
施マ
マ

投マ
マ

24

此
書
令
寫
今
寫
畢
以
此
功
回
樂
邦
云

(
)
｢楊
守
敬
と
羅
振
玉
と
の
交
友
に
つ
い
て
」（『
書
論
』
第
三
十
二
号
、
二
〇
〇
一
、
一
二
六
〜
一
三
八
頁
）
に
楊
守
敬
と
羅
振
玉
と
の
関

25
係
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

信
瑞
編
『
浄
土
三
部
経
音
義
集
』
の
書
誌
的
整
理
（
前
島
)

九
四



信
瑞
編
『
浄
土
三
部
経
音
義
集
』
の
書
誌
的
整
理
（
前
島
)

九
五



信
瑞
編
『
浄
土
三
部
経
音
義
集
』
の
書
誌
的
整
理
（
前
島
)

九
六

出
典

Ｃ

A

B

D

序
文

厚
（
傍
訂
・「
原
」）
夫

○

×

○

序
文

生
■
之
流
伝

○

（
空
欄
）

（
点
）

序
文

恵
風
而

恵
風
而
（
頭
他
・「
風
下
当
脱
四
字
」）

恵
風
而

恵
風
而

序
文

梵
■
天
所
制

○

（
空
欄
）

（
点
）

序
文

自
古
以
還

自
古
以
還
（
傍
加
・「
雑
」）

自
古
以
還

自
古
以
還

序
文

点
画
微
不
同

点
尽
（
傍
加
・「
画
」）
微
不
同

点
画
微
不
同

点
画
微
不
同

序
文

漢
家
霊
亀

漢
家
霊
亀

漢
家
霊
亀

漢
家
霊
（
傍
訂
「
霊
」）
亀

序
文

丹
山
之
雲

丹
山
（
傍
加
・「
之
」）
雲

丹
山
之
雲

丹
山
之
雲

序
文

施
人
庸

施
人
庸
（
傍
他
・「
△
△
」）

施
人
庸

施
人
庸

序
文

指
南
也

指
南
也

指
南
也

指
百
（
傍
訂
「
南
」）
也

序
文

仏
之
牖

仏
之
牖
（
傍
頭
・
牖
）

仏
之
牖

仏
之
牖

序
文

魚
魯
致
垂

魚
魯
致
垂
（
傍
訂
・「
乖
」）

魚
魯
致
垂

魚
魯
致
垂

序
文

童
蒙
孱
囂

童
蒙
孱
囂
（
傍
訂
・「
嚚
」）

童
蒙
孱
囂

童
蒙
孱
囂

序
文

逾
病
重
疑

逾
病
（
傍
加
・「
於
」）
重
疑

逾
病
重
疑

逾
病
重
疑

序
文

語
（
傍
加
・
誤
）
義
失

○

語
（
傍
加
・
誤
）
義
失

×

序
文

（
傍
加
・「
義
失
」）
理
乖

○

（
傍
加
・「
義
失
」）
理
乖

（
傍
加
・「
義
失
」）
理
乖

序
文

（
傍
加
・「
理
乖
」）
寡
益

○

（
傍
加
・「
理
乖
」）
寡
益

×

序
文

其
差
舛

其
差
舛
（
傍
訂
・「
舛
」）

其
差
舛

其
差
舛

序
文

乎
嗟

乎
嗟

乎
嗟

早
（
傍
訂
「
呼
」）
嗟

序
文

相
応
之
註
尺

相
応
之
註
尺
（
傍
訂
・「
釈
」）

相
応
之
註
尺

相
応
之
註
尺

序
文

蓋
述
不
作

蓋
述
（
傍
訂
・「
而
」）
不
作

蓋
述
不
作

蓋
述
（
傍
訂
・「
而
」）
不
作

序
文

為
識

為
識
（
傍
加
・
一
字
）

為
識

為
識

序
文

敷
浅

敷
浅
（
傍
加
・
之
身
）

敷
浅

敷
浅

一
巻
・
仏

（
傍
他
・「
是
善
之
作
管
烝
相
父
也
）

是
善
（
傍
訂
・「
書
」）
之
作
管
烝
相
父
也
（
傍
他
・「
是
善
之
作
管
烝
相
父
也
）

×



信
瑞
編
『
浄
土
三
部
経
音
義
集
』
の
書
誌
的
整
理
（
前
島
)

九
七

一
巻
・
仏

仏
道
沖
妙

仏
道
沖
妙

仏
道
沖
妙

仏
道
沖
妙
（
傍
訂
「
妙
」）

一
巻
・
仏

無
（
傍
加
・「
所
」）
去
来

○

無
（
傍
加
・「
所
」）
去
来

無
（
傍
加
・「
所
」）
去
来

一
巻
・
仏

祝
尚
丘

祝
尚
丘
（
傍
訂
・「
丘
」）

祝
尚
丘

祝
尚
丘

一
巻
・
仏

悦
忽
変
化

悦
忽
（
傍
訂
・「
忽
」）
変
化

悦
忽
変
化

悦
忽
変
化

一
巻
・
仏

分
身
散
体

分
身
散
体
（
傍
訂
・「
體
」）

分
身
散
体

分
身
散
体

一
巻
・
仏

（
傍
加
・「
或
存
」）
或
亡

○

（
傍
加
・「
或
存
」）
或
亡

×

一
巻
・
仏

能
（
傍
脚
・「
小
能
大
能
圓
能
方
能
」）

○

能
（
傍
脚
・「
小
能
大
能
圓
能
方
能
」）

×

一
巻
・
仏

老
■
■
能
少

○

老
（
空
欄
）
能
少

（
点
）

一
巻
・
仏

於
（
傍
脚
「
一
切
法
」）
一
切
種
相

○

於
（
傍
脚
「
一
切
法
」）
一
切
種
相

×

一
巻
・
説

尺
名
曰

尺
（
傍
訂
・「
釈
」）
名
曰

尺
名
曰

尺
名
曰

一
巻
・
説

（
頭
他
・「
尺
名
四
〜
之
也
」）

×

×

×

一
巻
・
無
量
寿

（
傍
加
・「
已
上
経
音
也
」）

○

×

（
傍
加
・「
已
上
経
音
也
」）

一
巻
・
経

経
｛
古
霊
｝

経
｛
古
（
傍
訂
「
古
」）
霊
｝

経
｛
古
霊
｝

（
点
）

一
巻
・
経

文
籍
之
教

文
籍
之
教
（
傍
他
「
△
」）

文
籍
之
教

文
籍
之
教

一
巻
・
経

仏
留
教

仏
留
教
（
傍
訂
「
教
」）

仏
留
教

仏
留
教

一
巻
・
経

金
人
丈
余

金
人
丈
余
（
傍
訂
「
餘
」）

金
人
丈
余

金
人
丈
余

一
巻
・
経

在
胡
神
生

在
（
傍
他
「
△
」）
胡
神
生

（
頭
他
「
在
当
伝
有
」）

在
胡
神
生

在
胡
神
生

一
巻
・
経

素
怛
覧

素
怛
覧

素
怛
覧

素
怛
筧
（
傍
訂
「
覧
」）

一
巻
・
経

摭
華
云

摭
（
傍
訂
「
摭
」）
華
云

摭
華
云

摭
華
云

一
巻
・
経

二
翻
論
■
■
■

○

二
翻
論
（
空
欄
）

二
翻
論
（
点
）

一
巻
・
経

真
■
（
傍
訂
「
正
」）
不
雑

○

○

○

一
巻
・
経

貫
常
則
当
（
傍
訂
「
道
」）

○

○

○

一
巻
・
経

庶
令
同
出

庶
（
傍
訂
「
庶
」）
令
同
出

庶
令
同
出

庶
令
同
出

一
巻
・
王
舎
城

智
度
侖

智
度
（
空
欄
）

智
度
僉昺病

智
度
僉昺病



信
瑞
編
『
浄
土
三
部
経
音
義
集
』
の
書
誌
的
整
理
（
前
島
)

九
八

出
典

Ｃ

A

B

D

一
巻
・
耆
闍
崛
山

又
云
鷲
峰
（
傍
加
「
又
云
鷲
峯
」）

○

×

又
云
鷲
峰
（
傍
加
「
又
云
鷲
峯
」）

一
巻
・
耆
闍
崛
山

此
山
既
栖
（
傍
訂
「
棲
」）

○

×

×

一
巻
・
耆
闍
崛
山

此
鳥
有
霊

此
鳥
有
（
傍
頭
「
有
影
作
色
」）
霊

此
鳥
有
霊

此
鳥
有
霊

一
巻
・
耆
闍
崛
山

人
（
傍
加
「
欲
」）
死
時

○

×

人
（
傍
加
「
欲
」）
死
時

一
巻
・
耆
闍
崛
山

此
（
傍
加
「
能
」）
懸
知

○

此
（
傍
加
「
能
」）
懸
知

此
（
傍
加
「
能
」）
懸
知

一
巻
・
耆
闍
崛
山

音

（
傍
訂
「
崛
」）
音

音

音

一
巻
・
耆
闍
崛
山

渠
乙
反
（
傍
加
「
以
上
経
音
」）

○

渠
乙
反
（
傍
加
「
以
上
経
音
」）

渠
乙
反
（
傍
加
「
以
上
経
音
」）

一
巻
・
耆
闍
崛
山

世
界
劫
■
（
傍
訂
「
焼
」）

○

世
界
劫
焼
尽

世
界
如
（
傍
訂
「
劫
」）
焼

一
巻
・
一
切

漢
書
一
切

漢
書
（
頭
他
「
書
疑
切
字
誤
」）

漢
書
一
切

漢
書
一
切

一
巻
・
已
達

（
傍
加
「
達
」）
通
也

○

（
傍
加
「
達
」）
通
也

（
傍
加
「
達
」）
通
也

一
巻
・
已
達

孔
安
国
注

孔
安
国
法
（
傍
訂
「
注
」）

孔
安
国
注

孔
安
国
注

一
巻
・
尊
者

典
礼
曰

典
（
傍
訂
「
曲
」）
礼
曰

典
礼
曰

典
礼
曰

一
巻
・
菩
薩

菩
（
傍
加
「
薄
胡
普
也
薩
」）
桑
割
濟
也

○

○

菩
（
傍
加
「
薄
胡
普
也
薩
」）
桑
割
濟
也

一
巻
・
菩
薩

菩
提
（
傍
加
「
薩
埵
」）

○

菩
提
（
傍
加
「
薩
埵
」）

菩
提
（
傍
加
「
薩
埵
」）

一
巻
・
菩
薩

菩
■
（
傍
訂
「
提
」）

○

○

○

一
巻
・
正
士

紂
悪
者
（
傍
訂
「
士
」）
也

○

×

×

一
巻
・
正
士

以
淳
善
讜

以
淳
（
傍
訂
「
渇
」）
善
讜

以
淳
善
讜

以
淳
善
讜

一
巻
・
正
士

軽
忽
身
命

軽
忽
（
傍
訂
「
忽
」）
身
命

軽
忽
身
命

軽
忽
身
命

一
巻
・
皆
遵

古
文
作
避韸踏開
（
傍
イ
「
避韸踏賻
」）

○

×

×

一
巻
・
兜
率

兜
卒

兜
卒
（
傍
訂
「
率
」）

兜
卒

兜
卒

一
巻
・
兜
率

花
ム
経

花
ム
（
傍
訂
「
厳
」）
経

花
ム
経

花
ム
経

一
巻
・
兜
率

此
曰
喜
楽

此
曰
嘉
（
傍
訂
「
喜
」）
楽

此
曰
喜
楽

此
曰
喜
楽

一
巻
・
震
動

（
傍
加
「
掉
也
掉
」）
亦
動
也

○

×

×

一
巻
・
算
計

隷
（
傍
加
「
首
」）
作
数

○

隷
（
傍
加
「
首
」）
作
数

隷
（
傍
加
「
首
」）
作
数

一
巻
・
算
計

又
作
笇

又
作
笇
（
傍
訂
「
笇
」）

又
作
笇

又
作
笇
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九
九

一
巻
・
錠
光

云
（
傍
加
「
華
厳
経
云
」）

○

云
（
傍
加
「
華
厳
経
云
」）

云
（
傍
加
「
華
厳
経
云
」）

一
巻
・
錠
光

案
（
傍
他
「
已
下
十
一
字
本
無
」）（
左
傍

「
今
検
標
指
抄
中
六
十
六
丁
引
此
文
若
是

異
本
歟
）
聲
類

○

案
（
傍
他
「
已
下
十
一
字
本
無
」）（
左

傍
「
今
検
標
指
抄
中
六
十
六
丁
引
此
文

若
是
異
本
歟
）
聲
類

案
（
傍
他
「
已
下
十
一
字
本
無
」）（
左
傍

「
今
検
標
指
抄
中
六
十
六
丁
引
此
文
若
是

異
本
歟
）
聲
類

一
巻
・
錠
光

梵
音
（
傍
加
「
已
上
経
音
」）
翻
訳

×

梵
音
（
傍
加
「
已
上
経
音
」）
翻
訳

梵
音
（
傍
加
「
已
上
経
音
」）
翻
訳

一
巻
・
錠
光

如
燃
（
傍
他
「
何
分
」）

×

×

如
燃
（
傍
他
「
何
分
」）

一
巻
・
錠
光

灯
（
傍
訂
「
灯
」）
故

○

灯
（
傍
訂
「
灯
」）
故

×

一
巻
・
錠
光

名
燃
熄阷
（
傍
訂
「
灯
」）

○

名
燃
熄阷
（
傍
訂
「
灯
」）

○

一
巻
・
錠
光

曰
灯
■
…
■

○

曰
灯
（
空
欄
）

曰
灯
（
点
）

一
巻
・
錠
光

■
■
■
■
或
云

○

（
空
欄
）
或
云

（
点
）
或
云

一
巻
・
沙
門

桑
門
（
傍
加
「
或
云
…
那
拿
」

○

桑
門
（
傍
加
「
或
云
…
那
拿
」

桑
門
（
傍
加
「
或
云
…
那
拿
」

一
巻
・
勇
哲

爾
雅
（
傍
加
「
已
下
爾
雅
」）

×

爾
雅
（
傍
加
「
已
下
爾
雅
」）

爾
雅
（
傍
加
「
已
下
爾
雅
」）

一
巻
・
勇
哲

則
哲
■
（
傍
加
「
方
言
…
為
哲
」）

○

則
哲
（
空
欄
）（
傍
加
「
方
言
…
為

哲
」）

則
哲
（
空
欄
）（
傍
加
「
方
言
…
為
哲
」）

一
巻
・
勇
哲

哲
（
傍
加
「
謂
」）
明
了
也

○

×

哲
（
傍
加
「
謂
」）
明
了
也

一
巻
・
稽
首

稽
首
（
傍
加
「
頚
首
…
稽
首
」）

○

稽
首
（
傍
加
「
頚
首
…
稽
首
」）

稽
首
（
傍
加
「
頚
首
…
稽
首
」）

一
巻
・
稽
首

是
也
（
傍
加
「
已
上
経
音
」）

×

是
也
（
傍
加
「
已
上
経
音
」）

是
也
（
傍
加
「
已
上
経
音
」）

一
巻
・
右
遶
三
匝

寄
帰
伝
（
傍
他
「
委
文
礼
紙
イ
タ
ス
」）

×

寄
帰
伝
（
傍
他
「
委
文
礼
紙
」）

寄
帰
伝
（
傍
他
「
委
文
礼
紙
イ
タ
ス
」）

一
巻
・
右
遶
三
匝
（
別
紙
）

×

（
別
紙
）

（
別
紙
）

以
頌

（
頭
注
「
頌
左
伝
…
神
明
矣
」）

×

（
頭
注
「
頌
左
伝
…
神
明
矣
」）

（
頭
注
「
頌
左
伝
…
神
明
矣
」）

以
頌

或
云
（
傍
他
「
已
下
十
一
…
尤
眩
」

×

或
云
（
傍
他
「
已
下
十
一
…
尤
眩
」

或
云
（
傍
他
「
已
下
十
一
…
尤
眩
」

以
頌

伽
（
傍
他
「
准
西
域
…
音
訛
也
」
陀
訛

×

伽
（
傍
他
「
准
西
域
…
音
訛
也
」
陀
訛

伽
（
傍
他
「
准
西
域
…
音
訛
也
」
陀
訛

以
頌

偈
者
（
傍
加
「
亦
」）
伽
陀

○

偈
者
（
傍
加
「
亦
」）
伽
陀

偈
者
（
傍
加
「
亦
」）
伽
陀

以
頌

慈
（
傍
加
「
已
上
音
義
」）
恩
伝

×

×

慈
（
傍
加
「
已
上
音
義
」）
恩
伝

青
白
玄
黄
朱
紫

云
白
色
（
傍
加
「
西
方
…
黒
色
」）

○

云
白
色
（
傍
加
「
西
方
…
黒
色
」）

云
白
色
（
傍
加
「
西
方
…
黒
色
」）

青
白
玄
黄
朱
紫

中
英
（
傍
訂
「
央
」）

×

中
英
（
傍
訂
「
央
」）

中
英
（
傍
訂
「
央
」）
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Summary

Bibliographic Considerations of “Jōdosanbukyō-
ongi-shū” 浄土三部経音義集 Compiled by
Shinzui 信瑞：In Particular about Its Various

Manuscripts in China.

MAEJIMA Shin’ya

“Jōdosanbukyō-ongi-shū” 浄土三部経音義集 was written in 1237 by
Kyōsaibō-Shinzui 敬西房信瑞who studied under one of Honen’s disciples. It
explains the readings and meanings of Chinese characters appearing in the
three Pure Land Sutras.
There are a total of four manuscripts, A, B, C and D in The National

Library of China(NLC). In this paper, we discuss why they are kept in NLC,
their relationships with each other, other manuscripts in Japan, and a book
published in Shanghai.
First of all, it is concluded that the reason why they are kept in NLC is

that they were brought in by a calligrapher, Yang Shoujing 楊守敬. There
are three reasons. Firstly, there are his stamps in three out of four
manuscripts, A, C, and D; Secondly, a photograph of him is affixed to two of
those three manuscripts, C and D; Thirdly, his postscript is written in the
other one of the three manuscripts, A. Therefore, at least three of the four
manuscripts were owned by him.
Next is the relationships between the four manuscripts. Manuscript C

was purchased in Japan by Yang Shoujing. Because there are ownership
stamps of the temple in Japan, Japanese punctuation marks and alphabet,
Kana. It is obvious that the other three manuscripts copied manuscript C
because their explanatory notes match. In particular, manuscripts B and D
have the same number of lines on each page, the same number of
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characters on each line and the same postscript as manuscript C. Although
manuscript A does not have the same postscript as manuscript C has, it
reflects the notes of manuscript C. So, it is concluded that all three
manuscripts copied manuscript C as the base manuscript.
Regarding the relationships with other manuscripts in Japan, three

manuscripts owned by Otani University, Bukkyo University, and an
individual are of the same lineage as the four manuscripts in NLC in terms
of the page format and the postscripts of the manuscripts.
Finally, on the relationship between manuscripts in NLC and the book

said to have been published by Luo Zhenyu 羅振玉 in Shanghai, it is
inferred that the latter was published based on the former because there
was a relationship between Yang Shoujing and Luo Zhenyu.

Research Institute for Old Japanese
Research Fellow,

Manuscripts of Buddhist Scriptures,
International College
for Postgraduate Buddhist Studies




